
　今回は総務省・経済産業省が公表して
いる「平成24年経済センサス活動調査」
から、県内の小売業についてみてみたい。
　滋賀県の小売業の事業所数は10,779
事業所で、「年間商品販売額」（注）の合計
額は１兆1,798億円だった（平成24年２月
１日現在）。それぞれ全国の１％程度を占
めている。
　次に、販売効率を示す「１事業所当たり
の年間商品販売額」をみると、全産業の
平均は１億4,317万円だった。全国平均
の１億4,114万円をわずかに上回り、都道
府県別では10位と、上位に入った（１位は
東京都、２位は神奈川県、３位は埼玉県）。
また近畿では６位の大阪府、９位の京都府
に続く３番目だった。

　最後に、産業小分類別にみると（下図）、
29産業中でトップは「百貨店、総合スー
パー」の44.8億円となり、他の産業に大
差をつけた。次いで、「各種飲食品小売
業」（5.2億円）、「燃料小売業」（3.4億円）

などが続いた。
　少子高齢化社会に対応するため、全国
的に店舗の小型化や複合化などさまざま
な動きが出始めている。滋賀県は数少な
い人口増加県であり、優良なマーケットと
してさらなる競争激化が予想される。今
後の動向に注目したい。

（（株）しがぎん経済文化センター 中村 雅臣）

平成24年経済センサス―活動調査（小売業）

１事業所当たりの年間商品販売額は、全国10位の１億4,317万円

産業別でのトップは、「百貨店、総合スーパー」の約45億円
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滋賀県内の１事業所当たりの年間商品販売額（上位10産業）
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資料…総務省・経済産業省「平成24年経済センサス－活動調査卸売業,小売業業態別統計編（小売業）」を参考に当センターで作成。
注：「年間商品販売額」とは、平成23年１月1日～12月31日までの１年間の当該事業所における有体商品の販売額をいう。不動産及び株券、
　　商品券などの有価商品の販売額は含めない。調査対象事業所数は8,241事業所であり、全事業所数ではない。

　日本経済は長年のデフレから脱却し、ベクトルが変わろうとし

ています。今後、すべてが“明るい時代”に、とは限りませんが、い

つまでも下を向いているわけにはいきません。いよいよ私たち民

間の出番です。確かな方向性を持ち、果敢に挑戦する時と実感

します。

　10年余り前にＮＨＫから放映されたテレビ番組に「プロジェクトX 

～挑戦者たち～」がありました。ほとんどが無名の日本人リー

ダーと、それを支えた人々による挑戦と努力の記録で、田口トモロ

ヲさんの淡 と々したナレーションが印象的です。

　私は自らを鼓舞するため、番組の録画を見返しては、人々が

失敗を恐れず、挑戦し続けた姿に感動しています。後から振り返

れば「なるほど」とはなりますが、当時、道なき道を勇気と情熱で

切り拓いた人々の心境はいかばかりか、と思わざるを得ません。

逃げることも出来ない状況下で直面した大きな壁。突破を可能

にするのは、リーダーの熱意と執念、チームワークだったのです。

　さて、政府の成長戦略では、今後の10年間の実質ＧＤＰ成長率

を２％程度と設定し、市場創造プランの具体的戦略として「健康長

寿」「エネルギー」「次世代インフラ」「地域資源」を挙げています。

　その成否の鍵は、まさに私たち民間の“取り組み”にあります。

地域に根ざします当行は、地元経済の活性化を願って事業者

の皆さまを支え、熱意と執念をもって「今、未来を拓く」との気概を

新たにしています。
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■本社／京都市北区北大路室町西入ル
■設立／1926（昭和元）年
■代表／岸本 弘介
■従業員数／７名
■事業内容／和菓子製造業
■問い合わせ先／TEL：075-441-5561
■URL／http://www.kyoto-yoshinoya.co.jp/　
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株式会社𠮷廼家

多様な楽しみが詰まった、甘くかわいい和菓子「おとぎ草紙」
　京都洛北の北大路通沿い南側にある京菓子処「𠮷廼家」。昭和元年
の創業から「移りゆく四季を自然の美しさを和菓子に」をモットーに一
つひとつ丁寧に手作りした和菓子を提供してきた。名物は「一休餅」。
その昔、近くの大徳寺で住職だった一休和尚の「一」を形にした素朴
で親しみあるお菓子で、店の看板にも刻まれている。
　そんな𠮷廼家の中で、京都の四季を大いに感じさせ楽しませてい
るお菓子が「おとぎ草紙」だ。一ロサイズに作られた色鮮やかでかわ

いらしい上生菓子は、季節ごとにその内容とデザインが変わり、毎回
40種以上のお菓子を詰め合わせている。また、詰め合わせの箱にも
演出があり、お菓子の数によっては重箱入りを選ぶことができる。48
個入りなら三段の重箱になり、開けたときの感動と喜びは格別だ。
　ほかにも、四季折々の京都の風情をさっぱりとした味に仕上げた
「和菓子豆腐」や、黒く丸いヒオウギの実を連想させる黒砂糖菓子の
「ぬば玉」など、ひと工夫された和菓子が並んでいる。
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　当行は４月30日、しがぎんリース・キャピタル株式会社（本
社・大津市）、株式会社地域経済活性化支援機構のファンド
運営子会社であるREVICキャピタル株式会社（本社・東京
都千代田区）とともに、事業成長ファンド『しがぎん成長戦略
ファンド投資事業有限責任組合』を設立しました。本組合の
設立目的は、ファンドによる「出資」を通じて、成長を目指す
お取引先へのサポートを一層強化することです。地域経済
活性化支援機構と地域金融機関が連携した事業成長ファ
ンドの設立は、全国で２例目となります。
　投資対象は、成長分野における新事業開拓事業者（ベン
チャー企業含む）、既存分野において革新的なビジネスモデ
ルにより成長を目指す企業です。詳しくはお取引店の担当者
までお問い合わせください。
　当行は、これからもお取引先に対して「新たな成長を実現す
るニュービジネスの創出」を強力にサポートしてまいります。

『しがぎん成長戦略ファンド』（出資型）を設立
～ニュービジネスの創出をサポート～

REVICキャピタル株式会社：2013年３月に企業再生支援機構を改組して発足した「株式会社地域
経済活性化支援機構」の100％出資によるファンド運営子会社

『しがぎん成長戦略ファンド』フロー図

しがぎんグループ

しがぎん
リースキャピタル

しがぎん成長戦略ファンド
（出資総額５億円）

リレーションシップ
バンキングによる
成長戦略実行支援

成長分野における新事業開拓事業社（ベンチャー企業含む）
既存分野において革新的なビジネスモデルにより成長を目指す企業

専門家等の派遣による
ハンズオン支援
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